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JohnFord人 と 作 品(2)
ThomasDekkerとの 出 会 い(1621)
山 本 幸 男
1586年デ ボ ン シ ャ ー(Devonshire)の荘 園 領 主 の 次 男 坊 と し て この 世 に 生
を受けた ジ ョン ・フ ォー ド(JohnFord)は,1606年か ら1620年に至 る習
作 時代を経 て,1621年頃彼 の生涯 において画期 的な一 つの出会 い～す なわち
トマ ス ・デ ヵ 一(ThomasDekker,1572-1632)に め ぐ り合 っ て,劇 作 家 と
しての第一歩を踏み出す ことにな るのであ る。
1572年頃 ロ ンドンに生れ,そ こに育 ち,早 くか ら文筆を とり,熟 知す る ロ
ンドンの 市民生活を 素材 として,所 謂写実喜劇の傑作 『靴屋の祭 日』(The
ShoemahePt'sHoliaayl599)に縦 横 の 才 筆 を ふ る った トマ ス ・デ カP-一と,35
才 の ジ ョ ン ・フ ォ ー ドとの 出 会 い の 事 情 に 関 して は ま っ た く憶 測 の境 を 出 な
(1)
いのであ るが,こ の両者が合作 者 と しては じめて名を連 らね る 『エ ドモ ン ト
(1)一・説 に よれ ばAnillbeginninghasαgooaena,&abadbeginningmayhave
agoodendが 合 作 者 と して フ ォ ・一一ドが名 を挙 げ られ て い る 最 初 の 作 品 で あ り,
この作 品 は1613年に 上 演 され たAbaabeginningmαhesagooaenaと同一 の作
品 で あ る と され て い る。 そ して,こ の作 品 は,他 の現 存 しな い 三 つ の作 品Bθ α吻
inaTrance(1653,9登録),TheRoyalCombate,TheLondonMerchant(1660,
6登 録)な ど と と もに,書 籍 出版 業 組 合 に 登 録 され る さい に,Moseleyによ って
フ ォ ー ドに 帰 す る もの と され た 。 しか し,そ の後 の研 究 は,1621年 まで フォ ー
ドは,よ しん ば 合作 者 と して で も,劇 作 に 従 った こ とは な い こ とか ら,肋 沼
beginningはフ ォ ー ドの もの とは 思 わ れ な い(T.M.Parro七:ModernLanguage
N・tes,1xviii,April1943,11・247-53)とす る のが 定 説 とな っ て い る。 他 の三 つ の
作 品 に つ い て も,TheLOnd・nMeTchantはフ ォ ー ド と デ カ ー の合 作 に な るThe
Br・istoweMeTchant(1624)との 混 同 で あ ろ う(E・Chamber:TheElizcthethan
Stage,Oxford,1923,iii・316)とす る説 な ど定 か で な い 。 で,小 論 で は定 説 に 従
っ て,ThePVitchof.Edmont・n(1621)をフ ォ ー ドの 合作 に よ る最 初 の作 品 とす
る。
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ンの魔女』(TheWitch()fEamonton1621)に先立 つ数年間,両 人 とも金銭
的に不如意であ った ことを伝え る事実 があ る。 フォー ドにかん しては,1605'
年か ら1606年にかけての春学期(HilaryTerm)に,食費滞納 な らびに寄宿
生 にあ り勝 ちな規則違反 のか どで放校処分 に付 され,1608年6月に よ うや く
再入学を許 るされてい るとい う記 録や,そ れ か ら8年 た った1616年9月19
日に死亡 してい る兄 ヘ ンリー ・フォー ド(HenryFord,生年 月 日不詳,ジ ・
ンよ りも2年 早 く1600年に ミ ドル 。テ ンプル(MiddleTemple)に入学を許
るされ てい る。)の17日 付の遺言書 の中にみ られ るごと く,
くを　
ItemIgeveandbequeathvntoIohnFordegent.myBrother
Twntiepoundsayearefortermeofhislief,Tobepayed
imediatelyaftermydeathatttheFowervsuallquarters,Thatレヒ
istosayetheFeasteofSt.MichaelltheArchangell,Thebirth
ofourLord,theAnunciationofSt.MarietheVirgin,andthe
NativitieofSt.IohntheBaptisteissueingoutofmypersonadge
ofIplepenvponCondicionhesurrendertheestatehehathin
twoTenementscalledGlandfeildsgroundesBilverparkeand
willowmeadelyinginIplepenandTorbryantothevseofmy
Children.
彼 が 自由 保 有 不 動 産 権(Tenements)とい う形 で 占有 を 許 る さ れ て い た 土 地
を,兄 の 子 供 た ち の 自由 に ま か せ る と い う条 件 で,四 期 に 分 け て 年 金20ポ
ン ドを 受 け と る こ とに な っ て い る の は,こ の 間 フ ォ ー ドが 経 済 的 に 苦 る しか
っ た こ と を 物 語 っ て い る 。 一 方 トマ ス ・デ カt・一もDekherHisDreamと題 す
る 自 らの 詩 に 対 す る 献 辞 の 中 で,「 ベ ッ トの 上 に7年 間 夢 み つ つ 私 は 横 た わ
っ て い た 。」(thebedollwhichscvellyearsIlaydreamin9)とい い,さ
ら に 読 者 へ の 書 簡 の 中 で,「 ほ とん ど7年 間 私 の 感 覚 を と らえ て い た 眠 り」
(2)Sargeaunt:JohnFord,P.13,
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(outofalongsleep,whichforalmostsevenyearstogetherseizedaH
mysenses・)から 目 ざ め よ うと い っ て い る ご と く,借 金 の た め に 捕 らえ ら
れ てKing'sBenchprisonでの7年 間 に 及 ぶ 牢 獄 生 活 の 後 に,再 び 自 由
を 取 り も ど して 活 躍 しは じ め,芝 居 の衣 装 方(1620-1625)をしな が ら,フ
ォe-・・ドを ふ くめ て ウ ェ ブ ス タ ー(Johnwebster,?1580-?1625),ロゥ レ イ
(williamRowley,P1585-?1642),デー(JohnDay,fl.1606)など との 合
作 に 従 事 しは じめ た 頃 で あ る。
さ て,陰 陽 対 照 を な す が ご と き作 風 を 有 す る この 両 者 が,と もに 経 済 的 に
不 如 意 に す ご した と思 わ れ る 時 期 に,ど の よ うに して 知 り合 い 合 作 す る よ う
に な った か 知 るべ きす べ は な い 。 が,こ の 時 期 に フ ォ ー ドは 主 と して デ カ ー
との 合 作 に な る,
1621
1623P
1624
1624
1624
1624
TheWitoh(ゾE4montonwithDekkerandRowley
TheWelsh.Embassa40rprobablymainlybyDekker
The5㈱'5-1)arlingwithDekker
TheFα吻γKni8htwithDekker-theplayisIost
・4Lα'θMurther(ゾ彦heSonnuPon'乃βMoth〃
withWebsもer,Dekkerand
Rowley-theplayislost
TheBristoωeMerchantwithDekker-theplayislost
と,フ レ ッチ ャ ー(JohnFletcher,1579-1625)の名 前 で 出 版 が ゆ る され て
い るが,お そ ら くは フ ォ ー ドも参 加 した で あ ろ うと い わ れ て い る,
1625TheFaireMaiaeoftheInne
と,前 後7篇 の 劇 に 合 作 者 と し て 名 を 連 らね て い る の で あ る。 これ ら合 作 に
よ る作 品 に か ん す る 諸 家 の 興 味 は,従 来 主 と して 現 存 す る 作 品 に か ん して
えにし
フォー ドが どの部分 を担当 したかの分折 にむけ られて来 た。 いか なる縁に よ
るかは うかが うす べ もないが,6篇 に及ぶデカ ーとの合作 の事実は これを無
視 して フォー ドを論ず ることは 出来 ない。 と りわけ,こ れ ら一連 の合作の端
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緒 とな った 『エ ドモ ン トンの魔女』(TheVVitchofEamovatonl621)につい
てば,フ ォー ドを知 るために見逃す ことの出来 ない作 品で あ ると思 うので,
従 来 の諸家の所説 を忠実にた ど りなが ら,い ささかの私見を加 え,合 作時代
の ジ ョン ・フォ ドの生涯におけ る価値 づけを こころみてみ よ うと思 う。
THEWITCHOFEDMONTON(1621)
7篇に及 ぶ合作 の端緒 とな った この作品は,書 籍 出版業組 合の登録(Sta-
tioner,sRegister)によれぽ,
THEWITCHOFEDMONTON1658
TheWitchofEdmonton:lAknowntrueSTORY・ 【Composed
intolATRAGI-COMEDYlbydiverswell-esteemedPoets;I
WilliamRoω1のy,-Thomas1)ekher,/ohnFont,&c,IActedbythe
PrincesServants,oftenattheCock-PitinDrurγ 一Lane,lonceat
Court,withsingularApplause.lNθverprinte4tillnoω.【 〔Wood-
cutoftheblackdo9,MotherSawツer,andCudd二γBanksinthe
water・〕1London,1)rintedb夕J.cottrel,forEdwardBlackmore,
attheAngel伽IPaul,sChurch-yant.1658.
と あ り,1658年5月21日 付 で 登 録 され て い る。 しか し,こ の 作 品 が 書 か
れ た の は,こ の 作 品 が そ の 素 材 と して 用 い て い る ヘ ン リー ・グ ッ ドコ ー ル
(且enryGoodcole)なる 者 の パ ン フ レ ヅ トTheWon4erfullDiscoveryof
EligabethSaanyerAM7itch・LateofE伽montonが書 か れ た1621年4月27日
以 後 で あ り,こ の 劇 が 宮 廷 で 上 演 され た とい う1621年12月29日 以 前 で
あ る こ と は 明 らか で あ る 。 す な わ ち,ジ ョ ン ・フ ォ ー-bドがALine(ゾL乖
(1620)を世 に 問 うた 翌 年1621年 に,1613年 借 金 の た め にKing'sBench
Prisonに投 獄 さ れ て'7年 の 刑 期 を お え て 出 所 した トマ ス ・デ カ ー と知 り合
っ て も の した,合 作 とい い な が ら フ ォ ー ドに と って の 最 初 の 劇 作 品 で あ る こ
とは 疑 う余 地 の な い と こ ろ で あ る。
JohnFord人 と 作 品(2)(123)
プ ロロにグ
ところで,こ の 『エ ドモ ン トンの魔女』(TheWitchofEdmonton)の序詞
に,「エ ドモ ン トンの町は,一 つ の時代に,魔 女 と悪魔 の双方に舞台 を借 し
た。」 とい う暗示に とむ
THEtownofEdmontonhathlentthestage
ADevilandaWitch,bothinanage.・
Tomakecomparisonsi七wereuncivil
Betweensoevenapair,aWitchandDevil;
Butastheyeardothwithhisplentybring
Aswellalatterasaformerspring,
Sohath七hisWitchenjoy'd七hefirst,andreason
Presumesshemaypartaketheotherseasol1:
Inactsdeservingname,theproverbsays,
``Oncegood
,andever;"whynotsoinplays?
Whynotinthis?since,gentlemen,weflatter
Noexpectation;hereismirthandmatter.
MASTERBIRD.
とい う12行 か ら な る 詩 が の っ て い る。 こ の序 詞 に ほ の め か され て い るA
DevilandaWitchとは,前 者 は,こ の 劇 の20年 前 に 無 名 氏 に よ っ て か か
れ,こ の 上 演 を み た べ ン ・ジ ョ ン ソ ン(BenJonson,?1573-1637)が「非 常
に た の しい 作 品 」(thedeardelightofthetheatre)であ る と賞 め た た え,
彼 の 『悪 魔 は 痴 れ 者 』TheDevilisasAss(1616)の序 詞 の 中 で,
-Ifyou,llcome
Toseenewplays,prayyouaffordusroom,
Andshowthisbutthesamefaceyouhavedone
Yourdeardelight,TheDevilofEamonton(イタ リ ック は 筆 者)
と,こ の 作 品 の た の し さに こ と よせ て,実 は 自 らの 作 品 の た の し さ を 観 客 に
うっ た え よ うと した ～ 『エ ドモ ン ト ンの 陽 気 な 悪 魔 』(TheMerry1)evil(ゾ
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(3)
Edmonton)なる 作 品の存在 の ほのめか しであ り,後 者は勿論事実上 フォー
ドとデカーの合作 になる 『エ ドモ ン トンの魔女』(TheWitch()fEdmonton)
を さ しているのであ る。
さて,『エ ドモ ン トンの魔女』 に付 された序詞は,一 つには,『エ ドモ ン ト
ンの魔女』 以前 にすでに同巧異 曲の 『エ ドモ ン トンの陽気な悪魔』 があ った
　
ことを示す とともに,今 一つには,「 魔女その ものは今 日では ごく普通 であ
る」(Faith・witchesthemselvesaresocommonnow-a-day)とい う当時
の精神風土 を伝 えた ことば として興 味ぶかい ものがあ るので あ る。魔女を演
劇の題材 と して取 り上げた ことは,フ ォー ドや デ カーが魔女を信 じたな どと
い うこととは何等関係 のない ことで,当 時の精神風土 に文字通 り鏡をかかげ
てい るにす ぎないのであ る。 とい うのは,フ ォー ドや デカ ーの生 きた17世
紀前半は,新 旧の相交錯す る トラ ンジシ ョンの時代であ り,単 純 に進歩の概
念で割 り切 ることのいかに 困難 であ るかは 周知 の事柄であ る。16世 紀か ら
17世紀にかけ てのいわ ゆ るwi七ch-crazeも,こうした世相を 如実に反 映 し
て,進 歩 の概念 とは うらは らに益 々深 く人心 を支配 していた ので ある。ル ネ
ッサ ンス も,宗 教改革 も,科 学革命 も純粋 には,ま た必 ず し も進 歩 的 では
なか った。 それ ぞれ 明暗双方か らな り,い わば双面神 ジエ ィヌス(Janus)
の よ うに二つ の顔を持 っていた。 ルネ ッサ ンスは異教徒 の学問 のみ な らず異
教徒 の秘教を も復 興 した し,宗 教改革はあの忘れ ることの出来 ない使徒た ち
の時代へ のみ な らず,ヘ ブライの未 開の王た ちの時代へ もまた復帰 した し,
(3)この劇の題 とび らに,フ ォー ドの名前 が,彼 のcoadjutorロゥレ イ.デ カー
の名 前 の後に おかれ てい る。 題 とび らに 出来 るだけ多 くの 名前 をあつめ る こと
は,窮 乏 の うちに あ った彼等 の商業政策上 のかけ ひ きであ った よ うに思われ る。
三人 で満足 しないで,フ ォー ドの後 に&を つけ加え てい るの もこのためであ る。
せんさく
で,こ れ らについ ていろいろ と 穿 馨 す るには及ぼ ない。そ して,ロ ゥレイにか
ん してはた また まい くつ かの章 句を書 くことのみを許 るされ た よ うに思われ る。
とい うのは,こ の劇 ほ どは っき りとフ ォー ド,デ カーの文体 と特質が発揮 され て
い る作 品は ないか らで ある。
(4)TheVVitohofE励monton,ActIII,scenei,
JohnFord人と 作 品(2)(125)
科学革命 もピタゴ ラスの 神秘 論 と 宇宙論的 な幻想 に 満 ち満 ちていた。 そ し
て,更 に一層世俗受けのす る社会 の奥深い ところで は,暗 い激情や いつ火が
つ くか分 らない軽信が,時 にはた また ま開放 され,時 には慎重 に配慮 され て
動 員 され てい るのに気付か ざるをえない のであ る。かか る時代の申 し子 とし
　
て,「魔女信仰は非常に根強い ものであった。16世紀,17世紀において,進
歩の使徒たちが考えるように,魔 女信仰は,た だひたす ら消滅するのを待ち
なが ら,ぐず ぐず と生き長 らえている往生ぎわの悪い古代の迷信では決 して
なかった。たえず,し か も恐ろ しい勢いで時代 とともにひろが りなが ら,一
つの新 しい爆発力であった。あかるい照明にて りはえる時代に,す くな くと
ひとすみ くらやみ
も一隅だけ,そ こか ら暗闇がは っき りと光 を 犠 牲 に して しのび込みつつあ
る空が あった」のである。 この よ うに,フ ォー ドとデカーが力 を合せ て 『エ
ドモ ン トンの魔女』 を書 いた頃1620年代は,魔 女信仰に かんす るか ぎ り,
くの
「もしもこれ らの世 紀(16,17世紀)が 光 の時代であ るとす るな らぽ,中 世
(theDarkAge)はもっと 文 明化 され ていた。」 と史家を して 嘆 げかせた魔
女狂時代(wi七chcraze)の頂点 に位 してい るのであ る。特にイギ リスに関 し
ては,か の知 ったかぶ りの ジ ェムズ(thesapien七JamesI)が1)emonology
(1597)を出版 して,魔 法を論難 したの もこの時期 であ り,『エ ドモ ン トンの
魔女』 が書かれた と推 定 され る1621年は,こ の ジ ェムズ王のイ ングラ ン ド
王 としての治世(1603-1625)の晩年に 一 致す る。 ジ ェムズー世の魔女に対
す る姿勢は,エ リザベス女王の死後 イ ングラ ン ドの王 となるべ くイ ングラ ン
ドにや って来た1603年を軸 として,こ れに先 立つ ス コッ トラ ン ド時代 の,
くわ
「魔術は,ジ ェムズー世 自身の手 になる 堂 々 とした論文 一Demonologyに刺戟
され て,多 くの出版物 の主題 とな り,あ や しい と思われ る魔女は,容 赦な し
に王 国のあ らゆ る方面でか り立 て られた。」 とい う苛 酷な態度か ら,イ ング
(5)R.RTrevor-Roper:VVitchesan4Witchcraft-AnHiston'cαlEssα 夕,P.3.
(6)ibia.
(7)Rev。AlexanderDyce:TheWorhs(～!ノohnFor4,NewYork,1965,Vol.III,
p.273.
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ラ ン ド王 として,幾 世紀 に もわた るイギ リス国民の恐怖か ら来 るヘ ソリー八
世,メ ア リー女 王,エ リザベス女王 に対す る僧 職者や,世俗 の人た ちか らのつ
きあげ のあ とを受けて,む しろ,魔 女の側 に立 って心を痛 め る側 へ と廻 って
い る。 この間の事情 を伝 える逸話があ るのであるが,そ れ に よるとジ ェムズ
く　ラー世 が レス ター(Leicester)地方を巡幸 した さいに,「判事 ウ ィンチ(Winch)
と延 吏 ク リュー(Crew)は,レス ターでの彼 等の巡 回裁判で魔女を絞刑 に処
したか どです こぶ る 世人の不評 を か っていた。 一方,そ の方面に 巡幸 した
ジ ェムズは,魔 法をかけ られたふ りを してい る少年 のぺ てん とか ら くりを見
抜 いた。 さ らに他の五人の不幸 な女た ちを救 ったの も王 の干渉 に よってであ
った。か くて,同 じ罪で投 獄 され ていた彼 女たちは釈放 されたが,六 人 目の
女は不幸 に も 獄 中で死んだ。」 この 『ニ コールに よる ジ ヱムズー世巡幸記』
(Nichol'sProgresses・flamesI)の記 録が示す ように,ス コッ トラ ン ド時代
リパ ブ リカン
の苛酷な態度か ら,ジ ェムズー世に強い偏見をいだいていた陰気な共和党員
くの
オズボー ン(Osborn)をして,「 ぺてん師か本物 の魔女か を見分け るのに,
ジ ェムズ王 は 生存 している 最 も機敏 な人」 といわ しめ るに 至 らしめたほ ど
に,イ ングラ ン ドにおけ る彼 の もとでは,疑 いを掛 け られた魔女た ち も無慈
悲にか り立 て られ ることは なか ったのである◎勿 論 この ジ ェムスの寛大 な処
ロの
置は,つ ぎに来 るよ り苛酷 な長期 議会(1640-1660)の長老派 支配下 におけ
る気狂 い じみた魔女狩 りへ の しぼ しの安 らぎではあ ったのであるが。
この ような 世相を反映 して,劇 場 では 『エ ドモ ン トン の 陽気 な悪魔』が
上演 され観客のか っさいをあび,さ らに フォー ド,デ カーた ちの 合作 にな
る 『エ ドモ ン トン の 魔女』 の 直接 の 素材 とな った と いわれてい るMo七her
Sawyer事件が世 人の注 目をひ き,当 時流行 のパ ンフ レッ トにな って論議を
よんだ ことは,『エ ドモ ン トンの魔女』の中で,
(8)ibid.,p.276.
(g)ibid.,p.274.
(1①ibid.,P.274.
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FirstC1.,Faith,witchesthemselvesaresocommon
now-a-days,thatthecounterfeitwillnotberegarded.
TheysaywehavethreeorfourinEdrnontonbesides
Mothersawyer・
(127)
(TheWitch('fEamonton,ActIII,scenei.Il.14-17.)
と道化の 口を通 して語 られ ている ごと くであ った。 このエ ドモ ン トンの老婆
は迷信的な隣人た ちに よって迫害 され,憤 怒 して狂気 の よ うにな り,隣 人 に
復讐す るた めに悪魔iに魂 を売 り,人 々のい う魔女(witch)にな って しまう。
つ ま りは無知 な村人た ちのために彼女は執念深い不 吉な意地悪女に され て し
まったのである。 この ような当時 の トピ ックが,笑 うことを好む と同時 に,
他 人に同情 し涙 もろ くな る性質 を持 ち,不 正,ま た は残酷 と思われ る ものす
べてにはげ しい憤 りを もやす作 家で あった デカーの創作意欲をはげ し く駆 り
立 てた ことは想像にかた くない。
しか し,こ の合作以前 に,劇 作に筆を染めた ことのない フォー ドが,何 故
に参加す ることにな ったのか は永遠のなぞであろ う。ただ 『エ ドモ ン トンの
魔女』 とい う作品か らうか がわれ る短時 日の うちに早急に書 き上げた と思わ
れ るところか ら来 る～悲劇的部分であ るウ ィ=フ レド(Winnifrede)にか ん
す る筋 と,魔 女 ソウヤーに まつわ る筋 とのい ささか粗 ろ うなむす びつ きな ど
か ら推察す るに,デ カーは フォー ドその人の才能が奈辺にあ るかについてす
でに充分知 っていたのか も しれ ない。
さ て,『 エ ドモ ソ トンの 魔 女 』 の 題 と び らに,多 くの 評 判 の 詩 人 た ち と し
て,ウ ィ リア ム ・ロ ゥ レ イ(WilliamRowley),トマ ス 。デ カ ー(Thomas
Dekker),ジ・ン ・フ ォー ド(JohnFord),ならび に そ の 他 の 詩 人 た ち と記
く　め
され てい るこ とについては,す でに触れた ところであ る。 この作品を書 くに
(ID脚注(1)を参 照 。
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あ た っ て,他 の詩 人 た ち の 参 加 を 跡 づ け る こ とは 詮 な き こ とで あ り,当 時 の
作 家 のbusinessmanshipと解 す る こ とが む し ろ 妥 当 で あ ろ う。 名 を 記 さ れ
て い る 三 人 の 分 担 に か ん して は,従 来 い ろ い ろ 論 ぜ られ て きた が,完 全 に は
意 見 の 一 致 を み て は い な い 。 今 諸 家 の 説 を 整 理 して み る と,魔 女 の 出 て 来 る
場 面 は 主 と して デ カ ー の 手 に な る も の で あ り,ア サ ー ・ク レ ア リソ トソ 卿
(SirArthurClarington)の待 女 ウイ ニ フ レ ド(Winnifrede)とジ ヱソ トル
マ ン ・ ソー ニ ィ(Thorney)の 息 子 フ ラ ン ク(Frank)と の 場 面 は フ ォー ド
の も の で あ り,道 化 師 カ デ ィ ・バ ソ クス(CuddyBanks)の 登 場 す る場 面
は ロ ゥ レ イの もの で あ ろ う とい うの が,大 方 の 一 致 した 意 見 で あ る。
しか し,F.G.ブ リPt(EG.Fleay,ABiograPhicαlChronicleoftheEnglish
Drama・1559-1642)は,金持 の ヨ ウ マ ン(yeoman)カ ー タ(Carter)と,
そ の 娘 ス ー ザ ン(Susan),キ ャス リソ(Katherine)の演 ず る場 面 ～ 第 一 幕
第 二 場,第 二 幕 第 二 場,第 三 幕 第 三 場 お よ び 第 四 場,第 四 幕 第 二 場,第 五
幕 第 二 場 等 ～ も また フ ォー ドの も の で あ る と 論 じて い る。 そ して,ス ゥイ
ソ バ ー ン(Swinburne:EssaysandStuaies・P・301)は,スー ザ ン は デ カ ー
の 手 に よ っ て 生 み だ され た 人 物 で あ る と 信 じて い るけ れ ど も,ギ フ ォー ド
(Gifford)が第 一 幕 全 体 を フ ォ ー ドの もの と した の は お そ ら く正 しい で あ ろ
う との べ て い る。 デ カ ー が ス ー ザ ン を 創 り出 した こ とは,彼 の 生 涯 を 通 じて
の 関 心 が ス ー ザ ソ の よ うな 人 物 の 属 す る 自 由 民 に あ っ た こ とか ら見 て も 明 ら
か で あ り,そ の 習 作 時 代 を 通 じて フ ォ ー ドな ど の あ つ か り知 らぬ 世 界 で あ っ
て み れ ぽ,デ カ ー が ス ーザ ソ を 創 り出 した こ とに 異 論 は な い と して,こ の 一
家 の 運 命 が フ ォ ー ドに 割 り当 て られ て い る フ ラ ソ ク と ウ ィニ フ レ ド と の 運 命
に ふ か くむ す び つ け られ て い る こ とか ら考 え て,再 者 の 重 な り合 っ て い る と
こ ろ で は,フ ォ ー ド も また 大 い に 力 を か した もの と思 わ れ る。
さ て,今 少 し立 ち 入 っ て 合 作 の 事 情 を さ ぐっ て み る と,問 題 な の は 第 一 幕
で あ る。 ギ フ ォ ー ド,ス ウ ィソ バ ー ソ,フ リー と も に,こ の 第 一 幕 全 体 を フ
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ォー ドの もの としてい るので あるが,第 一幕第一場は ともか くと して,第 二
場 にか ん してはい ささか疑問がないわけでは ない。 この第二場 とい うのは,
場 面はエ ドモソ トンの金持 の ヨウマソ ・カータ家の一 室での ことで,カ ータ
が老 ソーニ ィに対 して無担保で結婚の資金 を借 りよ うとす るところか らは じ
まってい る。 「あなたが生 きてい る うちは,よ し申 し越 しの 金 額 が 二 倍 で
も,信 じないわ けではないが,人 間はいつなん どき ど うな るか 分 らぬ も
の」 と,無 担保 で金をかす ことを断わ ると,カ ータは,実 は,
Car.IlikeyoungFrankwell,sodoesmySusan
too;thegirlhasafancytohim,whichmakesme
readyinmypurse.Therebeothersui七 〇rswithin,
thatmakemuchnoisetolittlepurpose.IfFrank
loveSue,SueshallhavenonebutFrank:,tisaman-
nerlygirl,MasterThorney,thoughbu七anhomely
man,sdaugh七er;therehaveworsefaceslookedout
ofblackll)ags,map.
(TheWitch('fE4monton,ActI,sceneii,ll.24-31.)
と,金 を 借 り た い の は,実 は 若 い フ ラ ン ク ～ あ な た の 息 子 と 私 の 愛 娘 が 愛 し
合 っ て い る の で,結 婚 さ せ て や り た い か ら だ 。 私 の 娘 ス ー ザ ソ に 思 い を 寄 せ
て い る 男 は 他 に も い る ん だ が と,心 の 内 を 単 刀 直 入 に 打 ち 明 け る 。 そ こ に 当
の ス ー ザ ン が 男 友 達 ウ ォ ー ベ ッ ク(Warbeck)と 連 れ だ ち,こ れ ま た 男 友 達
サ マ トソ(Somerton)に か し つ か れ た 妹 の キ ャ ス リ ン と が 登 場 す る 。 そ し
こい こ ころ
て,こ の二組 のカ ップルの男性はそれぞれ相手 の女性 に向 って 恋 心 のほ ど
を うったえ る。 は じめに,ウ ォーベ ック は ス ーザ ソに 思いのほ どをのべ る
が,ス ーザンは,
⑱ デ ボ ソ シ ャー の 方 言d'ee(doyou),t'ee(toyQu)の使 用,二 音 節(disyllable)
発 音 され るgirl,pearlなどか ら,諸 家 の意 見 は ほ ぼ 一 致 して,こ の場 面 を フ ォ
ー ドの手 に な る も の と して い る。
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Sus.YouareStudied,
Tooscholar-like,inwordsIunderstandnot.
Iamtoocoarseforsuchagallant,slove
Asyouare・
(ThθWitch('fEdmonton,ActI.sceneii,ll.61-64.)
と,私 は学がな くて華やかな愛 にはむ かない し,ま た私にむか ってい くらお
世 辞をい って も,私 は愚か しくてそれ に気がつか ない と冷 く鼻 の先であ しら
う。一方サ マ トンは私 は決 してあなたの財産 目当に言い寄 ってい るのではな
い,よ しあなたのお父 さんの全財産の二倍 よ りも,む しろあなたの美徳 とい
う持 参金 と結婚す る方 が ましだ と思 ってい る とキ ャス リソにはげ し く言い寄
るoキ ャ ス リ ン は,
Kath.MasterSomerton,
Itisan'easylabourtodeceive'
Amaidthatwillbelievemen,ssubtlepromises;
YetIconceiveofyouasworthily
AsIpresumeyoutodeserve・
(TheVVitch(ゾEdmonton,ActI,sceneii,11.86-90.)
おとめ
と,男 の 下 心 あ る 約 束 を も信 ず る 処 女 を だ ま す こ と な ど い と も や さ し い こ と,
だ が 私 は あ な た を ま こ と ふ さ わ しい お 方 と思 い ま す と,暗 に 心 に く か らず 思
っ て い る こ と を ほ の め か す 。 こ の 二 組 の カ プ ル の や り取 りを 伺 っ て い た カ ー
タ と ソ ー ニ ィ と の 対 話 は,こ の 幕 の 最 初 と 同 じ く,や や 粗 雑 で は あ る が ヒ ュ
ー マ ー に と ん だ 散 文 で ,
CaxWarbeckandSueareatitstill.Ilaughto
myself,MasterThorney,toseehowearnestlyhebeats
thebush,whilethebirdisflownintoanother,sbosom.
Averyunthrift,MasterThorney;oneofthecountry
roaringlads:wehavesuchaswellasthecity,andas
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arrantrake-hellsastheyare,thoughnotsonimbleat
theirprizesofwit.Sueknowstherascal七 〇anhair,s
bread七h,andwillfithimaccordingly.
(TheWitchofE4monton,Act1,sceneii,11.97-104.)
と,ま ず ウ ォ ー ベ ッ ク を,鳥 が す で に 他 人 の 胸 に と び こ ん で し ま っ て い る の
に,し き りに や ぶ を つ つ い て い る 。 ス ー ザ ソ は あ の ご ろ つ き を 頭 の て っ ぺ ん
か ら つ ま さ き ま で 知 りつ く し て い る,そ し て,適 当 に う ま を 合 せ る だ ろ う
と,何 も 知 ら ず に な お ス ー ザ ソ に つ き ま と っ て い る ウ ォ ー ベ ッ ク を 冷 笑 し,
ソ ー ニ ィ の 「も う一 人 の 男 は 」 と い う こ と ば に,
Car.OneSomerton;thehones七ermanofthetwo
byfivepoundineverystone-weigh七.Acivilfellow;
hehasafineconvenientestateoflandinWest-ham,
byEssex:MasterRanges,thatdwellsbyEnfield,
senthimhither。HelikesKatewell;ImayteUyou
Ithinkshelikeshimwell:iftheyagree,1,11not
hinderthematchforInypart,ButthatWarbeckis
suchanother-IusehimkindlyforMasterSomer-
ton,ssake;forhecamehitherfirs七asacompanion
ofhis:honestmen,MasterThorney,mayfallinto
knaves,companynowandthen.
(TheWitch('fE伽monton,ActI,sceneii,11.106-115.).
と,ウ ォー ベ ッ ク に 比 して,サ マ トγ は ウ ェス ト ・ハ ム に 立 派 な 土 地 を 持 っ
て い る 資 産 家 で あ る。 キ ャ ス リソ の 意 志 次 第 で 私 は こ の カ プ ル の 結 び つ き に
は 反 対 しな い 。 そ れ まで,サ マ トソ の た め に せ い ぜ い ウ ォ ー ベ ヅ クを 利 用
し よ う。 と い うの は,は じめ ウ ォ ー ベ ヅ クは サ マ トン の 付 添 と し て こ こに
来 た ん だ か ら と,ま こ とに 抜 目の な い,打 算 的 な こ と を の うの う と 言 っ てぐ　ラ
の け る。 サ マFソ のIwouldrather/Besuitorforthedowerofthy
(1鋤Theワ 「i'tch(ゾEdmon彦on,Ac七1,scene童i,11,82-85.
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virtues/Than七wicethyfather'swholeestate;and,prithee,Bethou
resolv'dso・と い う純 粋 な 求 愛 の こ と ぽ と,彼 の 恋 す る 娘 キ ャ ス リ ン の 父
(14)
カ ー タ のAcivilfellow;/hehasafineconvenienteata七eoflandin
West-ham,/byEssex:そろ ぽ ん つ くの 科 白 の か も し 出す ヒ ュ ー マ ー は,
フ ォ ー ドの も の とい う よ りは む しろ デ カ ー の もの で あ り,カ ー タ 家 の 二 人 の
娘 た ち を と り ま く卒 直 で,素 朴 な ヨ ゥマ ン 階 級 の 描 写 に 縦 横 の 健 筆 を ふ る っ
て い る の は,『 靴 屋 の 休 日』 で 証 明 ず み の 彼 の も の で あ る こ とは 疑 う余 地 の
な い と こ ろ で あ ろ う。
この よ うに,ウ ォー ベ ッ クが ス ーザ ン の,サ マ トン が キ ャ ス リソ の 心 を つ
か も う と躍 起 に な っ て い る と こ ろ に,老 ソ ー ニ ィの 息 子 フ ラ ソ クが 登 場 して
くる。 こ こ で,非 常 に 巧 妙 な ウ ォ ー ペ ッ ク,サ マ トソ両 人 の 傍 白 を 通 じて,
フ ラ ン ク と両 者 の 関 係 が 観 客 に 伝 え られ る 。 まず ウ ォ ー ベ ッ ク が 思 わ ず 「フ
ラ ン ク ・ソ ー ニ ィ と」 我 が 目を うた が う と こ ろ か らは じ ま り,
Wa7.〔aside〕FrankThorney?ha,!
Sus.Youmustexcuseme.
Frank.VirtuousMistressSusan,
KindMistressKatherine.〔Kissesthem〕一一G ntlemen,
toboth
Good七imeo'th,day.
Som.Theliketoyou.
PVar.,Tishe,
Aword,friend.〔AsidetoSom〕Onmylife,thisis
theman
StandsfairincrossingSusan,slovetome.
Som.〔asidetoWar.〕Ithinknoless;bewise,and
takenonoticeon't;
(14)ibid.,11.107-109.
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Hetha七canwinherbestdeservesher.
(TheVVitchofE4monton,Ac七1,sceneii,IL159-168.)
「こ 奴 が,私 と ス ー ザ ン の 恋 路 の 邪 魔 を し て 立 ち は だ か っ て い る 男 だ 。」 と ウ
ォ ー ベ ッ ク が サ マ トソ に さ さ や く と,サ マ トソ は,「 ま さ し く そ の 通 り,気
取 られ る な,彼 女 の 心 を つ か む こ と の 出 来 る 男 が 一 番 彼 女 に ふ さ わ し い 。」
と さ さ や き 返 す 。 こ れ 以 上 省 略 し よ う の な い 凝 縮 さ れ た 珠 玉 の よ うな 科 白
が,寸 発 を 入 れ ず に 両 人 の 聞 に か わ さ れ て い く に つ れ て,自 か ら フ ラ γ ク と
の 関 係 が 宣 明 に さ れ て い く。 そ し て,頃 合 よ し と カ ー タ が
Gentlemenall,there'swithinaslightdinnerready,ifyou
pleasetotasteofit;MasterThorney,MasterFrancis,
MasterSomerton.-Why,girls!what,huswives!will
youspendallyourforenoonintittle-tattles?away!it,s
well,i,faith.-Willyougoin,gentlemen?
(TheWitch('fE4monton,Ac七1,sceneii,11.172-177.)
(15)
と,一 同 を 食 卓 へ と誘 う。 「す ぐ参 り ま す 。 私 は 息 子 に ち ょ っ と仕 事 の 話 が
あ り ま す か ら 。」(we'11followpresently;mysonandI/Haveafew
wordsofbusiness・)とい う ソ ー ニ ィの こ と ば に,一 同 が 退 場 す る や ソ ー ニ ィ
は 早 速,
0.Thoer.Ineednot七ellyou
Withwha七alabyrinthofdangersdaily
Thebestpartofmywholeestate,sencumber'd;
NorhaveIanycluetowindout●
Butwhatoccasionproffersme;wherein
Ifyoushouldfalter,Ishallhave七heshame,
Andyoutheloss.Onthesetwopointsrely
OurhapPinessorruin・Ifyoumarry
WithwealthyCarter'sdaughter,there'saportion
asibid.,11.163-164.
(134) 人 文 研 究 第38輯
Wi11freemyland;allwhichIwillinstate
Uponthemarriagetoyou:otherwise
Imustbeofnecessityenforc'd
Tomakeapresentsaleofall;andyet,
ForaughtIknow,liveinaspoordistress,
Orworse,thallnowIdo.Youhearthesum:
Itoldyouthusbefore;haveyouconsider'don't?
(TheVVitch('fEdmonton,ActI,sceneii,ll.166-181)
今 更 お 前 に 話 す 必 要 の な い こ と な ん だ が と 前 置 し て,お 前 が 金 持 の カ ー タ
の 娘 と 結 婚 し て くれ れ ぽ,当 面 し て い る 私 の 苦 境 は 救 わ れ る,さ も な け れ ぽ
破 産 し て,み じ め な 生 活 を し な け れ ぽ な ら な い 。 こ の こ と は 前 に 話 し て お い
た ん だ が,考 え て み て くれ た か い と い う。 フ ラ ソ ク は,私 は 目下 の と こ ろ 独
身 の 自 由 を 楽 し み た い 気 持 に 変 わ りは な い が,今 後 も あ な た の 信 頼 を つ な ぎ
と め て お くた め に,
Franh.Ihave,sir;andhoweverIcouldwish
Toenjoythebenefitofsinglefreedom,-
ForthatIfindnodispositioninme
Toundergotheburthenofthatcare
Thatmarriagebringswithit,-yet,tosecure
Andsettlethecontinuanceofyourcredit,
Ihumblyyieldtobedirectedbyyou
Inallcommands.
(TheWitchofEdmonton,ActI,sceneii,182-189.)
と,あ な た の 指 示 に 従 い ま し ょ う と い う。 こ の フ ラ ン ク の 自 主 性 の な さ は,
実 は フ ォ ー ドの 後 年 の 主 人 公 た ち を 思 い 出 さ せ る の で あ る が,こ の さ い の 何
か い わ く あ りげ な 息 子 の 態 度 に,ソ ー ニ ィは,
0.Thoi・.Youhavealreadyus'd
Suchthrivingprotestationstothemaid
Thatsheiswhollyyours;and-speakthetruth一
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Youloveher,doyounot?
(TheVVitchofE4monton,Ac七1,sceneii,ll.190-193.)
ある娘 に,「あなたは私 の もので ある」 とい った よ うな 思わせぶ りの 約束 を
した こ とは ないのか,本 当の こ とを 正直にい って ご らん と責 め立 て る。 実
は,父 は フ ランクが アサ ー ・ク レア リソ トソ卿 に仕 えていた とき,同 輩 であ
った ウ ィニフ レド との仲を 疑 っているのであ る。 必死の抗弁に もかかわ ら
ず,容 易に信 じよ うとしない父に,フ ラソクは策 をろ うしてあ らか じめ準備
してあった ク レア リン トン卿 よ りの手紙 を読 ませ る。その手 紙には,実 は フ
ランクよ りも前 に ウ ィニフ レドと関係のあ った ク レア リン トソ卿をゆす って
したため させた,「 フラン クはいかな る 女性 とも 結婚 していない」 とい うこ
とぽが書 きつけ られていたのであ る。す っか り策 に乗せ られて,非 をわ びた
ソーニ ィは,早 速 カータの娘 ス ーザ ソ との結婚 をすすめ る ことにす る。そ し
て,善 は急げ とばか り明 日式 を挙げ る ことにす る。娘が良縁をえた ことを喜
ぶ カータの姿を横 目に,フ ランクは,
F7anh〔aside〕.Nomancanhidehisshamefrom
heaventhatviewshim;
Invainhefleeswhose4est吻Pursueshim.(イタ リヅクは筆者)
(TheWitchofE4monton,ActI,sceneii,ll.292-293.)
と,運 命めにつ きまとわれ ては,の が る 玉は詮 なきこ ととつぶや きつ 玉退場
す る。 この第一幕第二場の後半 を飾 っている老 ソーニ ィとフ ランクとの対話
は,フ ォー ドの後期 の作品において極めて高度 に展 開 されてい る劇的対話 の
型 であ る。抑制 された表現 に もかかわ らず,一 つ一つの詩 句が充分 な意味を
持 ち,矢 継早に交わ され る両者 の対話を通 じて,あ ま りに も弱す ぎて環境 の
力や,全 場面の もつ皮 肉な運命 のいたず らに抗す ることの出来 ないフ ラソク
の性格 を浮 き上 らせてい く手 法は,ま さ しくフ ォー ドの もので あ り,デ カー
なにび と
の よ くしない ところであ る。 そ して,「 何人 も天 にあって見そ なわす神の 目
をあ ざむ くことは 出来や しない,運 命めに つ きまとわれ ては,の が る 鼠は
詮 な きこと。」 とつぶや きなが ら フラソ ク を 退場 させ てい るさいの,views
カプレツト
him,pursueshimと二 重 に 韻 を ふ ん で い る二 行 連 句 は,『 恋 の 犠 牲 』(Love's
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Sαcnfice)の第五幕第二場の,
Nocouncillfromourcruelwillscanooinus
Butillsoncedonewebearourguiltωithinus.
と い う科 白 や,『 傷 心 』(TheBrokenHeart)の第 一一幕 第 一 場 で の,美 し い ペ ン
シ ャ(Penthea)へ の 傷 心 を い だ い て,ア テ ネ に 旅 立 つ オ ー ジ ラ ス(Orgilus)
の,
Soulssunkinsorrowsneverareωithout'em:
Theychangefreshairs,butbeartheirgriefsabout'em.
(TheBrohenHθart,ActI,sceneii,ll.145-146.)
(16)
「悲 しみに沈 んだ心 は,悲 しみ を忘れ る時」がない とい う詩 句な どに,よ し
この語法 が フ ォー ド独特の ものではない として も,繰 り返え し用い られ てい
る語法 である。 さらに重要 なのは,『 エ ドモ ン トソの魔 女』め第二幕 の最後
の フラソク退場 の さいの科 白に 出て くる"destiney"とい う単語 は,後 期 の
フォー ドの作品 『あわれ彼女は娼婦』('TisP吻She'saM7hOTe)の中で,
AllthisI,lldo,tofreemefromtherod
Ofvengeanece;elseI,llswearmyfate'smygod.
〈'TisPityShe'saWhore,ActI,scenei,11.89-90.)
やまい
と,修 道 僧の 「ぽん悩 の癩病 を清 め るために」,家 に こもって 日に三度,夜
(1◎DugdaleSykes氏は,『 復 讐 者 の悲 劇 」(TheRevenger'sTrageay)に5箇所,
「白 魔 』(ThePVhiteDevil)に3箇所,「 モ ル フ イ公 爵 夫 人 』(TlteDuchessofMalfi)
に1箇 所,か か る語 法 の存 在 を 認 め,さ らに ミ ドル トン(Middle七〇n)の 手 に な
る 「女 は 女 に 御 用 心 」(VVomenBeωare砺o〃纏)の 第 二 幕 第 二 場 で の,
Sintastesa七thefirstdraughtlikewormwood-water,
Butdrunkagain,'tisnectateverafter.
も,現 代 の 英 語 の 発 音 で は そ う で な い が,明 らか に,二 重 押 韻 を ね ら っ た も の
で あ る と し,さ らに ロ ウ レ イ(Rowley)の 「ぽ ん 悩 で す べ て は め ち ゃ くち ゃ 」
(All'sLostbyLzast)中の 第 三 幕 第 一 場 に も,ま た
We'lethreatenhisheadslosse,ifhedenv'um
Thosethatdowrong,hadneedkeepesafetyby'um.
の ご と く,二 重 押 韻 が 用 い られ て い る こ とな どを 列 挙 し て,二 重 押 韻 は 必 ず し も
フ ォ ー ドの 専 売 で な い こ と を 説 い て い る。
(M.Joansargeaunt:∫ohnFord,pp.42-43.)
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に三度,七 日の間祈 りに 祈 る が よい とい う忠 告 に,肉 身 の 妹 ア ナ ベ ラ
(Annabella)との道な らぬ恋 に悩む ジ ォバ ソニ(Giovanni)の科 白や,ま た,
『傷心』第三幕第五場 で,オ ーtジラス(Orgilus)との 仲 を切 り裂かれて,心
な らず も恥知 らずの 兄 イ ソク リe-…vズ(lthocles)の策 に乗せ られて,病 的 に
まで嫉妬深いバ』ッサ ニーズ(Bassanes)と結婚 させ られ,た めに身体 と心 を
無残 に も引 き離 され なが らも,運 命 の定 める ところとあき らめて,再 度 にわ
さそい
た る オ ー ジ ラ ス の 誘 に も,「 わ た く し は 厳 か な 結 婚 の 掟 に 従 い,現 在 ま で 女
の 心 変 わ りは た だ の 一一度 も 許 し た 覚 え は ご ざ い ま せ ん 。」(Byallthelaws
ofceremoniouswedlock,/Ihavenotgivenadmittancetoonethou-
gh七/Offemalechangesincecruel七yellforc,d/Divorcebetwixt]my
bodyandmyheart・)と き び し く 拒 み な が ら,な お も オ ー ジ ラ ス と の 思
い と夫 の 病 的 な 嫉 妬 に も だ え,苦 しみ,一 室 に こ も っ て 死 を 願 うペ ソ シ ャ
(Penthea)の
Myrechoningsaremadeeven;dea七horfate
CannownorstriketoosooIInorforcetoolate.
(TんeBrohenHeart,ActIII,3cenev,IL141-142.)
「死 や 運 命 が い ます ぐ 来 て も よ い の で す,も う早 く もな け れ ば 遅 く もな い の
で す か ら。」 とい う 科 白 な ど に しぽ しぼ く り返 え され る"fate"と い う単 語
と と もに,フ ォー ドの 悲 劇 作 品 の 中 で 重 要 な 意 味 を あ た え られ て い る こ とに
ロリ
留意 しなけれぽな らない。 勿論fateとい う単語その ものは同時代の作家た
ちに よって しぽ しぽ用い られ てい るとして も,,フ ォー ドにあっては異常 な
(18)
までのfateに対す る関心は,す でにその習 作 時 代 のUonourTriumPhant
(ITDugdaleSykes氏は,フ ォ ー ド劇 の 中 にAntic,bosom,chronicle,crave,
creature,dally,fate,forfeit(asnoun),mad(asverb),partake:r,penance,
thriveとい っ た単 語 が ひ ん ぱ んに 出 て くる こ とを 指 摘 してい る。 しか し,John
Fordを著 したSargeauntは,こ れ らの単 語 の 中 で'bosom','fate'は,この
時 代 の作 家 に 好 ん で用 い られ た もの で,こ れ だ け で合 作 に おけ る フ ォー ド参 与 の
証 拠 とす るの は早 計 で あ る と論 じてい る。(Sargeaunt:JohnF・rd,p.44・)
⑯ 小 樽 商 科 大 学 「人 文 研 究 」 第37輯,1968年10月,拙 稿JohnFord人 と作 品
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(1606)におけ る当時流行 の宮廷愛(courtlylove)に対す る異常 な までの関
心の中にそ の萌芽を示 してい るので あ る。そ して,そ の教義の中での 「運命
はすべ ての恋人たちを支配す る。」(Faterulesalllovers・)とい う一条が,
彼の生涯 を通 じて強 く支配 してい るよ うに思われ る。少な くともフ ォー ドの
劇 においてfateは人間 の運命(destiney)の動 因 としての地位 をあた え られ
てい るのである。例えば,彼 のおそ ら くは最後 の作品 といわれている 『淑女
の苦 しみ』(The・Lady'sTrial)の中で,ジ ェノアの(Genoese)貴紳ナ ・ー一・リ
　ユの
ア(Auria)の 妻 ス ピ ネ ラ(Spinella)が,「求 愛 は 少 々 お せ っ か ち 」(The
courtship'ssomewhatquick)とみ て 取 っ て,妹 カ ス タ ナ(Castanna)に
く　の
「運 命 の な らわ しを 拒 み な さ ん な 」(Rejecttheuseoffate)と忠 告 す る場
面(第 五 幕 第 二 場)で,カ ス タ ナ は
Cast.Idarenotquestion
Thewillofheaven.
(TheLady'sTrial,ActV,sceneii,ll.199-200.)
「あ え て 疑 っ た り し ませ ん は,天 の 意 志 を 」 と答 え て い る の で あ る が,フ ォ
ー ドに あ っ てfateは 天 の 意 志 と 考 え られ ,そ れ に よ っ て 動 か され る 人 の
destineyは,一種 の さ け が た い も の(inevitability)とし て と らえ られ て い
る こ とは よ く 知 られ て い る と こ ろ で あ る 。 当 時 の 劇 作 家 た ち が 好 ん でfate
とい う単 語 を 用 い た とい う こ と を 計 算 に 入 れ て も,少 な く と も フ ォ ー ドと デ
カe-・一との み を 問 題 に す る と き に,か か るfate・destineyの取 り扱 い 方 は デ
カ ー の もの で は な く,フ ォ ー ドの の もの と い っ て さ しつ か え な い と思 う。 こ
の よ うに 『エ ドモ ソ トソ の 魔 女 』 の 第 一 幕 は,こ れ を す べ て フ ォ ー ドの もの
とす る ギ フ ォー ド,ス ウ ィン バ ー ン,フ リー等 の 説 よ りは,第 一 場 は フ ォ ー
ド,第 二 場 フ ラ ソ ク入 場 まで を デ カ ー,以 降 を 再 び フ ォ ー ドの 分 担 に よ る も
の とす るサ ー ジ ァソ ト(M.Joansargeaunt:∫ohnFord)の説 が,よ り信 愚
性 が あ る よ うに 思 う。
ag)TheLndy'sTrial,ActV,sceneii,1.211.
⑳ibi4.,ll.214-5.
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第 二 幕 第 一 場 は,エ ドモ ン トン 近 在 の 野 辺 が 舞 台 で,問 題 の 魔 女 エ リザ
ベ ス ・ ソ ーtヤー(Eliz3bethSawyer)が,木 の 小 枝 を 集 め な が ら 登 場 し て く
る 。
Saev.Andwhyonme?whyshouldtheenvious
world
Throw・alltheirscandalousmaliceuponme?
'CauseIampoor
,deform'd,andignorant,
Andlikeabowbuckledandbenttogether
Bysomemorestronginmischiefsthanmyself,
MustIforthatbemadeacommonsink
Forall七hefilthyandrubbishofmen'stongues
Tofallandruninto?
(TheWitchofE伽monton,ActII,scenei,ll.3-10.)
ソーヤーは,貧 し く,不 具,無 知 の故 に,世 の人 々か ら魔女 とのの しられ
る我 身の不運 を 「悪 さにおいては私 な ど及 び もない者 に よってね じまげ られ
た 弓のよ うに,世 の人 のきたな らしい,つ ま らぬ悪態 が流れ込む共 同下水溜
に」 されてい る とか こちなが ら,せ めて暖を採 ろ うと小枝 をひろい集めなが
ら登場 して来 る。 そ こに 田舎者の老バ ンクス(oldBanks)がや って来て、
私 の地所で何 を している,こ の鬼婆,小 枝一本持 ち帰 っては な らん,そ こに
す てて とっ とと消え うせ う とはげ しく罵って追 い払 う。かねがね村 人の仕打
ちを腹 にすえかね ていた ソーヤーは,五 月姫 のお祭 り(MayDay)に催 され
るモ リス ・ダソスに まぎれて復讐 を誓 う。そ うして悪魔 の使 の犬に,
[)og.Toconfirm,t,commandme
Doanymischiefuntomanorbeast,
AndI,lleffectit,onconditiozz
That,uncomPell'd,thoumakea4eea()fgOft
Ofsoulandbodytome.(イ タ リ ッ ク は 筆 者)
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(The17Vitch('fE4monton,Ac七II,scenei,ll.150-154.)
と責 め られ て,遂 に 悪 魔 に 身 も心 も売 り渡 す こ とを 条 件 に,血 で 契 約 書 に 署
名 調 印 す る 。 こ の 筋 は わ れ わ れ に ヨ ー ロ ッパ の 一 つ の 伝 統 的 パ タ ー ソ を 想 起
させ る。 こ の フ ァウ ス ト物 語 りの 伝 統 に結 実 して い る伝 統 的 発 想 は,イ ギ リ
ス に お い て は,す で に マ ー ロ ゥ(ChristopherMarlowe,1564-1594)にょ っ
て,す で に 英 国 演 劇 史 の 上 に 『フ ァ ウ ス ト博 士 の 生 と死 に か んす る悲 劇 的 歴
史 』(TheTragicalHistoryoftheL乖anaDeαth('fDoctOPtFaustUS,上演
1588)として 輝 か しい 一 ペ ー ジを 画 した こ とは 周 知 の こ とが らで あ る。 こ の
伝 統 的 パ タ ー ンは,さ らに 当 時 代 の 魔 女 狂 とむ す び つ い て,『 エ ドモ ソ トン
の 魔 女 』 に 先 立 つ 十 数 年 前 に,無 名 氏 の手 に な る 『エ ドモ ソ トソ の 陽 気 な 悪
魔 』(出 版1607)を 生 み 出 した こ と もす で に ふ れ た と こ ろ で あ る 。 これ ら両
者 の 直 接 の 因 果 関 係 に つ い て は 何 も伝 え る もの は な い が,こ の 古 劇 の プ ロ ロ
ー グ で 観 客 に 紹 介 さ れ る ピ ー タ ー ・フ ェイ ブ ル(PeterFabel)は,『エ ドモ
ン トン の 魔 女 』 に お け る エ リザ ベ ス 。 ソ ー ヤ ーの 使 目を 果 して い る 悪 魔 で あ
る。 彼 は せ ま り来 る夜 の 闇 に,静 か な ベ ッ トに 横 わ りな が ら,
SupPosethesilentsable-visag,dnight
Castsherblackcur七ainoveralltheworld;
Andwhils七hesleepswithinhissilen七bed,
Toi1,dwith七hestudiesofthepassedday,
Theverytimeandhourwhereinthatspirit,
Thatmanyyearsa七tendedhiscommand,
Andoftentimes,twixtCambridgeandthattown
Hadinaminutebornehimthrough七heair
Bycomposition,twixtthefiendandhim,
Comesnow七 〇claimthescholarforhisdue.
(TheMe「γ1)evil(ゾEdmonton,prologue,ll.24-33.)
と,魔 神 と彼 と の 間 に 交 され た 示 談 に よ っ て,長 年 献 身 的 に 彼 に 奉 仕 して,
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ケムブ リッヂ とエ ドモ ソ トンの間を彼 を背 に飛 び交 って来 たあの妖精が,当
　 　
然受け取 るべ き報酬を求 めてや って来 るのを待 っている。報酬 とは 「フ ェイ
ブルそ の人」(Fabel,thyself.)に他 な らないのである。妖精 コープ(Coreb)
を 「この世を去 る前に,い そ いで 処理 しなけれぽ な らない 仕事 がある。」 か
らと,し ば し待 たせておいて,思 わず 洩 らす嘆 きの こ とば～知識欲にひかれ
て,思 わぬ高価 な代価 を支払 うはめにな った と後悔 しなが ら,
Fab.
Themore'hestrivestocometoquie七harbour,
Thefartherstillhefindshimselffromland.
Man,strivingstilltofindthedepthofevil-
Seekingtobeagod,becomesadevil.
(コrhe.Mθrr:ソDevilofE4monton,11・102-105・)
人 間 は 邪 悪 の 深 み を 究 め ん と し て,神 た らん と し て,悪 魔 に な る 。」 と人 の
永 遠 の こ うに ふ れ た 発 言 を して い る 。 こ の 作 品 は 上 演 当 時(1608年 以前)非
常 に 好 評 を は く した こ とは す で に ふ れ た が,ハ ズ リ ッ トも 『エ リザ ベ ス 朝 の
劇 文 字 』(且azlitt:DramaticLiteratureoftheAgeofEli2abeth,1820,P.221.)
に お い て,
_.perhapsthefirs七exampleofsentimen七alcomedywehave.
TheMerryDevilofEdmon七 〇n,whichhasbeensometimesartri-
butedtoShakespeare,isassuredlynotunworthyofhim.Itis
morelikely,however,bo七hfrom七hestyleandsubject-mat七er,to
havebeenHeywood,sthananyotherperson,s_.Roman七ic,
sweet,tender,itexpressesthefeelingsofhonour,oflove,and
friendshipintheirutmostdelicacy,enthusiasm,andpuri七y.
セ ンチ メンタ ル
とのべ,シ ェイクス ピアの作 品 とい って も差支えないほ どの,最 初 の 感 傷
コ メデ ィ
喜劇 と賛辞をお しまないのである。直接にこの古劇を参照 した とい う証拠は
⑳TheMe「 「y1)evil(ゾE4monton,1.66.
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何 も な い が,時 勢 に 敏 な フ ォ ー ドや デ カ ーが 当 時 絶 賛 を 拍 した こ の 古 劇 を 知
らな い わ け は な く,事 実 『エ ドモ ソ トン の 魔 女 』 の 喜 劇 的 部 分 を 構 成 す る エ
リザ ベ ス ・ ソ ー ヤ ー に まつ わ る筋 は,き わ め て 古 劇 『エ ドモ ソ トン の 陽 気 な
悪 魔 』 の ビ タ ー ・フ ェ ィブ ル とそ の 発 想 に お い て 類 似 して い る こ とに 気 付 か
せ られ る の で あ る 。 当 時 経 済 的 に 苦 しい 状 態 に あ っ た フ ォ ー ド と デ カ ーが,
『エ ドモ ン トγ の 魔 女 』 の 序 詞 に ほ の め か さ れ て い る ご と く,『 エ ドモ ン トン
の 陽 気 な 悪 魔 』 の 舞 台 で の成 巧 に 大 い に 刺 戟 され て,食 指 を う こ か した で あ
ろ う と思 わ れ る 。 しか し彼 等 の 範 と し た作 品 の もつ 喜 劇 的 要 素 を 受 け 継 ぐ才
に 恵 ぐ まれ て い た の は,フ ォ ー ドで は な くデ カ ー で あ る こ とは,後 年 の 劇 作
品 に お い て,フ ォ ー ドへ の 批 判 が,主 と して そ の 喜 劇 的 人 物 や 場 面 の 創 造 に
集 中 して い る こ とか らみ て も 明 らか で あ ろ う。 で,従 来 『エ ドモ ン トソ の 魔
女 』 の 喜 劇 的 部 分 を 構 成 し て い る エ リザ ベ ス ・ソ ー ヤ ー に か ん す る筋 ～ 第
二 幕 第 一 場,第 三 幕 第 一 場,第 四 幕 第 一 場,第 五 幕 第 一 場 は,こ れ らを 主 と
して デ カ ーの 手 に な る も の と され て 来 た の で あ る が,何 等 異 論 の な い と こ ろ
で あ る。 これ らの 場 面 で の 素 朴 な 知 恵 の 典 型 的 な もの で あ る饒 舌 な 章 句 は デ
カ ー の 得 意 とす る と こ ろ で,き わ め て す ぐれ て い る 。 この よ うに,マ ザ ー ・
ソ ー ヤ ー に か ん す る場 面 は 主 と して デ カ ー の 手 に な る も の で あ る こ と は 間 違
い な い と して,例 え ば,第 四 幕 第 一 場 で,高 位 に あ り財 産 も あ る 人 間 は 罪 を
犯 し て も罰 され ず に す む こ とを ソー ヤ ー が あ ば く場 面 で の,
Saw.DareanyswearIevertemptedmaiden
Withgoldenhooksflungatherchastity
Tocomeandloseherhonour;andbeinglost,
Topaynotadenierfor,t?Someslaveshavedoneit.
Men-witchescan,withoutthefangsoflaw
Drawingonceonedropofblood,putcoun七erfeitpieces
Awayfortruegold.
SirArByonethingshespeaks
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Iknownowshe,sawitch,anddarenolonger
Holdconferencewiththefury.
ノ%5彦.Let,s,then,away・-
Oldwoman,mendthylife;gethomepray.
〔ExeuntSirArthurand/tistice・〕
Saw.Forhisconfusion.
(143)
(TheWitch(ゾE伽monton,ActIV,scenei,ll。178-191.)
と い う,き わ め て す ぐれ た 劇 的 ア イ ロ ニ ー に 満 ち た 対 話 と,デ カ ー の 『正 直
な 娼 婦 』(TheHonestWhorの の 中 で の,
Hippolito_WereIbuto'eryourthreshold,anextman,
Andafterhimanext,andthenafourth,
Shouldhavethisgoldenhook,andlasciviousbait,
Thrownouttothefulllength。
(TheHonestWhove,PartI,ActII,scenei・)
と比 較 して み る と,明 らか に デ カ ー の文 体,語 彙 を 思 い 出 させ る も の が あ る
が,『 正 直 な 娼 婦 』 に 比 して,『 エ ドモ ン トン の 魔 女 』 第 四 幕 第 一 場 で の 対 話
の 方 が,よ り抑 制 され た 美 し さ と,く り返 え し の な い 清 澄 さ に と ん で い る こ
とを うか が うこ と が 出 来 る 。 これ は,ア ー サ ー卿 が,彼 女 が 非 難 して い る の
は 実 は 他 な らぬ 彼 で あ る こ とに 気 付 い て,マ ザ ー ・ソ ー ヤ ーに 魔 女 を 認 め る
こ とか ら来 る劇 的 ア イ ロ ニ ー と あ い ま っ て,何 等 か の 形 で の フ ォ ー ドの 力 添
え を 感 じ取 らせ ず に は お か な い の で あ る。
さ て 残 りの 男 装 さ せ て 従 者 を 粧 わ せ た ウ ィニ フ レ ドを つ れ て 旅 立 つ 夫 を
そ れ とは 知 らず,ズ ーザ ン が 見 送 る,別 離 の 場 面,第 三 幕 第 二 場 は 主 と して
フ ォ ー ドに よ る もの で あ る こ とは 明 らか で あ る。 特 に ス ー ザ ン が フ ラ ソ クを
私 の 夫 と い うの を 聞 い た 時 の ウ ィ ニ フ レ ドの,
Mzin.Whatchargesoe'eryoulayuponme,mistress,
IshallsupPortitfaithfuIly-beinghonest一
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Tomybests七rength.
Sus.Believe,tshallbenoother.
Iknowyouwerecommendedtomyhusband
Byanobleknight.
フ「伽.0,gods!0,mineeyes!
Sus.Hownow!whatail'stthou,lad?
ワ7伽.Somethinghitmineeye,-itmakesitwater
still,-
Evenasyousaid"commendedtomyhusband."-
SomedorIthinkitwas.-Iwas,forsooth,
CommendedtohimbySirArthurClaring七 〇n.
(TheWitch('fEdmonton,ActIII,sceneii,ll.60-69.)
と い う こ とぽ の や り取 りの 中 で,ウ ィ ニ フ レ ドの"0・90ds10・mineeyes!"
と い う叫 び に は,フ ォ ー ドー 流 のdeepemotionのぎ りぎ りに まで 切 りつ め
られ た 珠 玉 の よ うな 表 現 に 接 して 驚 胆 せ ず に は お られ な い の で あ る。 第 三 幕
第 二 場 は フ ォ ー ドに よ る こ とは 確 か で あ るが,次 の 第 三 場 は フ リー氏 は す べ
て フ ォ ー ドの もの と して い るけ れ ど も,フ ラ ン ク の た め に 計 られ て刺 し殺 う
され る ス ーザ ン の 最 後 の こ とぽ,
Nowheavenrewardyoune,ertheworseforme!
Ididnotthinkthatdeathhadbeensosweet,
NorIsoapttolovehim.Icouldne'erdiebetter,
】ヨ【adIstay,dfortyyearsforpreparation;
ForI,mincharityalltheworld.
Letmeforoncebethineexample,Heaven;
.『,Drtg㌻hlrmρ 聯 王.鱒 、尊鮮oτgiye・t・irT.'.i-t・・一'一 ・ ・'一 ・
Andmayhebetterdieandbetterlive!
(TheM7itchofEdmonton.ActIII,sceneiii,ll.73-83.)
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や, さ ら に カ ー タ の ス ー ザ ソ の な き が ら を 抱 い て な げ く,
Yes,
Ithinkso;but'tiswellyoucanspeakyet:
There,snomusicbutinsound;sounditmustbe.
Ihavenotweptthesetwentyyearsbefore,、,
AndthatIguesswaseretha七girlwasborn;
Yetnowmethinks,ifIbutknewtheway,
Myheart,ssofull,Icouldweep皿ightandday.
(TheV7itch(ゾE励monton,ActIII,sceneiii
9
11.138-143.)
と い う科 白 な ど に お け る"be七terdieandbetterlive","nomusicbut
insound;sounditmustbe・"とい った 語 法 や,カ ー タ の こ と ば の 中 で の4
行 目のgirlが単 音 節 で あ る こ とな どか ら,デ カ ー との 協 力 の 跡 を 認 め る こ と
も出 来 る。 第 四 場 に か ん し て は 諸 説 が ま ち ま ち で あ る が,フ ォ ー ド,デ カ
ー ,ロ ゥ レ イの 三 者 が そ れ ぞ れ 手 を 加 え て い る よ うに 思 わ れ る。
第 四 幕 第 二 場 は,カ ー タ 家 の 寝 室 が 舞 台 で あ る が,う つ うつ とね こ ん で
い る フ ラ ン ク に,入 っ て 来 た キ ャス リ ソ が,
Kath。Mygoodsweetbrother,-
Fornowmysistermustgrowupinyou,-
Thoughherlossstrikesyouthrough,andthatIfeel
Theblowasdeep,Ipray七heebenotcruel
Tokillme七 〇〇,byseeingyoucastaway
Inyourownhelplesssorrow.Goodlove,situp;
AIldifyoucangivephysictoyourself,
Ishallbewell.,
(TheM7itchofEdmonton,ActIV,sceneii,11.8-15.)
ス ー ザ ン を 失 っ た ～ 実 は 犯 人 は フ ラ ン ク 自身 で あ り,そ の 罪 を ウ ォ ー ベ ッ
ク,サ マ トソ に な す りつ け て い る の で あ る が 。 ～ そ の 悲 しみ の あ ま り自殺 な
ど す る こ と の な い よ うに と,心 の 底 か ら な ぐさ め,身 を い と っ て 下 さ れ ば 私
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も幸ですと力づける。最善を尽 くす と約 しなが ら,なお も落着かぬ兄に,キ
ヤス リンは 「何を考えてい らっしゃるの」 と問いかける。 フラソクはすか さ
ず,
.F
ranh.Whobutafoolwouldthusbeboundtoa
bed.
Havingthisroomtowalkill?
(TheWitchofEdmonton,ActIV,sceneii,ll.22-23.)
あ る き廻 る 部 屋 が あ りな が ら,愚 か 者 以 外 の だ れ が この よ うに ベ ッ トに しば
りつ け られ て い る で し ょ うか,む しろ 死 ん で ス ー ザ ン の 後 を 追 うべ き な の に
と我 が 身 の 不 甲斐 な さ を 嘆 く,そ し て,キ ャ ス リン の 再 度 の な ぐさ め に もか
か わ らず.
Frank.,Troth,sister,thousay,sttrue;
Forwhenamanhasbeenanhundredyears
Hardtravellingo'erthetotteringbridgeofage,
He,snot七hethousandpartuponhisway:
AIIlifeisbutawanderingtofindhome;
Whenwearegone,we'rethere.Happywereman,
Couldherehisvoyageend;heshouldnot,then,
Answerhowwellorillhesteer,dhissoul
Byheaven,sorbyhell,scompass;howheputin-
Losingbless,dgoodness,shore-atsuchasin;
Norhowlife,sdearprovisionhehasspent,
Norhowfarhein'snavigationwent
Beyondcommission:thiswereafinereign,
Todoillandnothearofitagain;
Yetthenweremanmorewretchedthanabeast;
For,sister,ourdeadpayissurethebest.
(TheWitchqプEamonton,ActIV,sceneii,ll.40-55.)
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人生はい きつ く先 を求めての さす らい,い つは てるともない,こ こで旅 をお
える ことが出来 るな らば,何 と幸福 なんだ ろ う。おのれ が冒 した罪か らくる
心 中のおのの きを抑 えて,ス ーザ ンへ の悲嘆を粧 っての フ ラソ クの科 白の持
つ抑制 された哀感は,フ ォー ドの 『淑女 の くるしみ』第三幕第三場 のは じめ
のオ ー リア(Auria)の
Aur.Athome}
ThathomeAureliospeaksofIhavelost,
And,whichisworse,whenIhaveroll,dabout,
ToiPdlikeapilgrimroundthisglobecfearth,
Weariedwithcareandoverwornwithage,
Lodg,dinthegrave,Iamno七yetathome;
Thererotsbu七halfofme,theotherpart
SleepsHeavenhnowswhere:wouldsheandI-my
wife
Imean,-butwhat,alas,talkIofwife?-
Thewoman-wouldwehadtogetherfed
Onanyoutcastparingscoarseandmouldy,
Notliv'ddividedthus!Icouldhavebegg'd
Forboth;for,thadbeenpitysheshouldever
Havefeltsonluchextremi七y.
(TheLαdy'sTrial,ActIII,sceneiii,ll.35-48.)
と い うあ の 科 白 の ひ び き を 想 い 起 さ せ る 。 この 場 面 は 全 体 と し て フ ォ ー ドの
色 合 が こ い の で あ る が,カ ー タ の 性 格 や 科 白,{`GoodGirl,1etshearhim
too・"とい う フ ラ ソ ク の 科 白 に み られ る 単 音 節 と して のGirlの 使 用 な どに
は デ カ ー の 手 が 加 わ っ て い る よ うに 思 わ れ る 。
この 劇 の 最 後 の 場 面(第 五 幕 第 二 場)は フ ォ ー ドの 自制 され た 力 強 さ を持
っ て い る。 しか し,カ ー タ の 最 後 の こ とば,
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Car.Come,come;ifluckhadserved,SirArthur,
andeverymanhadhisdue,somebodymigh七have
totterederethis,withoutpayingfines,likeitasyou
Iist.-Cometome,Winnifrede;shaltbewelcome.-
Makemuchofher,Kate,Ichargeyou:Idonot
think,butshe,sagoodwench,andhathhadwrong
aswellaswe.Solet,severymanhometoEdmonton
withheavyhearts,yetasmerryaswecan,thoughnot
aswewOU】d。
(TheWitchofEdmonton,ActV,sceneii,ll.201-209.)
に は,デ カ ー の 手 法 を 暗 示 し て い る け れ ど も,そ の 意 識 は フ ォ ー ドの も の で
デ カ ー の も の で は な い 。
さて,『 エ ドモ ソ トソの魔女』 の合作 の次第を 眺めて来た のであ るが,当
時 の合作には,1)そ れぞれ 合作者 ごとに ある特 定の場面(scene)を割 り当
て る場合 と,2)同 一場面に 少 しつつ力を借す ～例えば ある特定の科 白のみ
を分担す る場 合があ った ことが分 る。細部にかん しては必ず しも諸 家の意見
は一致 していないが,大 まかに い うと,フ ォー ドが ウ ィニフ レ ドに まつわ る
悲劇的部分 を担当 し,デ カーがマザー ・ソーヤーにかんす る喜劇的場面 を手
がけ,あ る特定の科 白にか ん して ロ ゥレイもふ くめて三者がそれぞれ持味 を
いか して力を借 した とい うのが異論のない ところで あろ う。
さて,共 に経済的に苦境 にあ った とい うこ と,そ の急場を のがれ るために
極めて短時 日の うちに合作 が行 なわれた らしいとい うことな どは,悲 劇的場
面 と喜劇的場面 のむすびつ きの粗雑 さに うかが うことが出来 るのであ るが,
デカーが この合作 以前に劇作 に手 を染めた こ とのない フォー ドと,ど の よ う
に して知 り会い,フ ォー ドの才能 が 奈辺 にあるかを 見抜 いて,『エ ドモ ソ ト
ソの魔女』 の中心 をなす ウ ィニフ レ ドにか んす る筋 にそ の才 を揮 うチ ャソス
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をあたえたかについては,求 め るに 甲斐 なき 永遠 の謎で あろ う。 しか し,
この合作を通 じて,先 ず第一に フ ォー ドは,デ カーか ら,実 人生か ら引 き出
された イギ リスに起 った 出来 ご とを素材 として劇作す ることの楽 しさを教 え
く　
られ た よ うに 思 わ れ る。 こ の よ うな 態 度 は1606年 か ら1620年に 及 ぶ 彼 の 習
作 時 代 を通 じ て,静 か に 彼 の 心 の 奥 深 い と こ ろ で 醸 成 さ れ つ づ け て 来 た の
で あ る が 。 チ ャ ール ズ ・マ ウ ソ トジ ョイ(CharlesMountjoy)実の 名 は チ ャ
ール ズ ・プ ラ ン ト(CharlesBlount)とい う 当 代 名 うて の き け 者 と ,リ ッ
チ 夫 人(LadyRich後 に 再 婚 してLadyPenelope)との 悲 恋 に 捧 げ た 悲 歌
Fame'sMemorial(1606)も大 い に 世 人 を わ か せ た 事 件 に こ と よ せ た も の
で あ っ た し,1606年 の デ ソ'T・一・ク王 の 英 国 訪 問 に さ い して,両 王 の 会 見 を
こ と
寿ほ ぎ,デ ンマー ク王のな ぐさみにた くして,当 時 の宮廷愛 の流行 に敏感 な
反応 を示 したHonourTriumψhant(1606)には じまる彼 の 習 作 の主題 は,
いずれ も 「時代 の尺度」 と しての英敏 な感受性 を示 している。 この傾向は二
度にわ たる ミ ドル ・テンプル当局 との対立 か らも うかがわれ るごと く,深 く
彼 の本性に根 ざす と共 に,1621年デ カーとの出会いに 名伯楽 を得て,益 々
助長 されてい くのであるが,そ の次第は1624年9月 「赤 牛劇 団」(RedBull
(23)
Company)のた めに認可 され た と 伝え られ る 『最近 の息子に よる母親 殺害
事件』(ALateMUPtthevoftheSonnempontheMotheOl)など に も うかが うこ
とが出来 るので ある。彼 の最高 の傑作であ る 『傷心」 の序 詞の中で,
㈱ 小 樽商科 大学 「人文研 究」第37輯,拙 稿 参照。
㈲ この作 品は フォー ドな らびに ウェブス ターの合作 として登録 され てい るので あ
るが,そ の喜 劇部分は 明 らか に デ カー と ロゥレイの手に な るもので ある。別 の題
名 をKeePtheVVidoωWdUingといい,実 在 の人物NathanielTindallをめ ぐ
る事 件を素材 と した もので あ るとい う。 この事件 は ナサニエルがそ の母 をナイ フ
でおそい,の どと左 の胸に 傷を負わせ,た めに死に 至 ら しめた ので あ る。 陪審
員 は謀殺(wilfulmurder)を答 申 し.有 罪 と認 め られた ナサ ニエ ルは殺人 を犯
した家の近 くで 絞首刑 に 処せ られ た とい う。 この事件は セ ンセ ィシ ョソを ま き
起 し,当 時 の人心 を湧 かせRichardHodgkinsなる者が同 じ事件を扱 ってThe
RetpentaneeofNathanielTindallthatKildhismother(1624年7月2旧登録)
な るパ ラ ドを書いた。
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OursceneisSparta.Hewhosebestofart
HathdrawnthispiececallsitTheBrokenHeart.
Thetitlelendsnoexpectationhere
Ofapishlaughter,orofsomelamejeer
Atplaceorpersons;nopretendedclause
Ofjestsfi七forabrothelcourtsapPlause
Fromvulgaradmiration:suchlowsongs,
Tun,dtounchasteears,suitnotmodesttongues.
Thevirgin-sistersthendeserv'dfreshbays
WheninnocenceandsweetnesScrown,dtheirlays;
Thenvicesgasp,dforbreath,whosewholecomm6rce
Waswhipp,dtoexilebyunblushingverse.
Thislawwekeepinourpresentmentnow,
Nottotakefreedommorethanweallow;
WhatmaybeherethoughtFICTION,whentime'syouth
Wantedsomeriperyears,wasknownaTRUTH:
Inwhich,ifwordshavecloth'dthesubjectright,
Youmaypartakeapitywithdelight.
(TheBrohenHeart・Prologue)
と,き わ め て 格 調 の 高 い,す ぐれ た こ と ば で,「 作 り ご と と も 思 わ る る こ
の 作 品 は 年 若 く未 熟 で あ っ た そ の 頃 は ま こ と の も の と 知 られ た り,」
(WhatmaybeherethoughtFICTION,whentime,syouth/Wanted
someriperyears,wasknownaTRUTH:)と,こ の 作 品 は 事 実 に 基 ず く
旨 を 観 客 に 訴 え て い る の は,終 生 変 わ る こ と の な か っ た 彼 の 関 心 の ほ ど を 示
し て い る と い え よ うo
第 二 に,こ の 合 作 を 通 じ て,彼 の 生 涯 の 文 体 が ほ ぼ 確 立 さ れ て い る こ と で
あ る 。 諸 家 が 一 致 し て フ ォ ー ドの も の とす る 『エ ドモ ソ トソ の 魔 女 』 第 一 幕
JohnFord人 と 作 品(2) (151)
第 一 場 を と っ て み る と,ま じめ な,控 え 目に 潤 色 され た こ とぽ と文 体,登 場
人 物 の 静 か で 奥 深 い 性 格 づ け な ど と と も に,1)第 一 幕 第 一 場152行 目の フ
ラ ン ク の 科 白"Ihaveasuitt'ee・"にみ られ る よ うな,当 時 の劇 作 家 た ち
の 普 通 の 表 現 で あ るd'yeやt'yeに 代 っ て,合 作 に さ い して,フ ォ ー ドの
分 担 を 識 別 す る 手 掛 り と さ れ るd'eeやt'eeの 使 用 が み られ,さ らに,2)
同 じ く192行 目の 乗 馬 服 に 身 を か た め た ウ ィ ニ フ レ ドの 入 場 を 迎 え て,ア ー
サ ー ・ク レ ア リ ン トン卿 の"Suddenly,girLThiswascleanlycarried;"
とい う科 白 で,girlとい う単 語 を 二 音 節 に 発 音 して い る こ とな ど,ギ フ ォ ■…一
ドの指 摘 す る と こ ろ に よれ ば,彼 の 生 まれ た デ ボ ン シ ャ ー 地 方 の お 国 な ま り
を 使 用 し て い る 。 勿 論doyouの 代 りにd'ee,toyouの 代 りにt'eeの 使
用 は 他 の 作 家 に ま っ た く み られ な い わ け で は な い 。 例 え ば,チ ャ ップ マ ン
(Chapman,～1559-1634)の『五 月 姫 祭 り』(MayDaツ1611)や,ブ ル ー ム
(RichardBrome,d・?1652)の『北 の 娘 っ子 』(NorthemLass1632)1・こ も
み られ る し,さ らに 『ス パ ラ ガ ス の 庭 』(TheSParagUSGarden)などに も認
め られ る 。 しか し,こ れ らの 場 合 は,特 別 な 目的 で ほ と ん ど散 文 の 章 句 の 中
で 用 い られ,ま た は,低 俗 な 喜 劇 的 人 物 の 口か ら出 て い る,フ ォ ー ドの 場 合
の よ うに 習 慣 的 に,し か も真 面 目 な 人 物 の 口を 通 して 用 い られ て い る こ と は
な い 。
最 後 に,フ ォ ー ドが 『エ ドモ ソ トソ の 魔 女 』 に お い て 分 担 した ウ ィニ フ レ
ドに か ん す る筋 は,巻 頭 に 掲 げ られ た 連 句(distich)に,
Forc,dmarriage,murder;murderbloodrequires;
Reproach,revenge;revengehel1'shelpdesires.
「強 い られた結婚 は殺人を,殺 人 は血 を呼び,非 難 は復讐 を,復 讐は地獄 の
助けを求め る」 と,要 約 され てい るので あるが,つ まるところは,彼 がその
習作時代 に異常 な までに関心 を示 した宮廷愛の劇的展 開なので ある。 この主
題 は,彼 の後 の劇作 において,『 愛 の犠牲』(Love'sSacrOficのにおいては,
異 な る 社 会層 出身 の 人 間の結婚,『 あわれ 彼女は娼婦』('TisP吻She'sa
(152) 人 文 研 究 第38輯
Whore)におけ る兄妹相姦 と,社 会的bondsの不 自然 な までの拡張,さ らに
『傷心』(TheBrohenHeart)においては,老 人 と若 い女 の悲 しむべ き不釣 合
な結婚 とい う形 を と りなが ら執拗 な までに追求 され てい くのであ る。
この よ うに,彼 の習作時代 と悲劇時代の中間に位 して,彼 に劇作家 と して
立つ端緒 と自信をあたえた とい う意味 で,『エ ドモン トソ の 魔女』を通 ごて
のデ カーとの出会いは,フ ォー ドの 生涯 において 重要 な意味を 持 つのであ
る。
